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色々な国に旅をし、世

界中の人と触れ合って

いる友人について姉か

ら話を聞いたのは、15年

ほど前のことになりま

す。長年勤務していた会

社を退職し、自由な時間

が出来た時に、それがど

んなものかを知る機会を得ることができました。

プレスセンターで開催されたヨーロッパのゲス

トを招いた歓迎会では、主催者側も迎え入れら

れた方々も本当に楽しそうに生き生きとパフォ

ーマンスを繰り広げていました。小学生の女の

子も家族と一緒に来日していて、踊りを披露し

我々を驚かせてくれました。大人達もそれぞれ

の国の歌を披露し、まさに文化交流の場がそこ

にはありました。家庭滞在を通して世界各国の

人々と国際交流を行い、お互いの理解と友情を

深めることで、世界平和に貢献するというクラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブのミッションを知りました。私は、リアルな

国際交流を目の当たりにし、その日すぐに東京

クラブの会員となりました。 

諸先輩方が築いてくれた東京クラブも、私が

入会しはや 15年近く経ちます。世界情勢の変化

やコロナなどの影響で、世界が繋がり続けるこ

とは決して容易でないと実感しました。それで

も、受け入れたアンバサダーと長きに渡り絆を

深めている方が、どれ程多くいるかニュースレ

ターを拝見し知りました。世界中で生まれ育ま

れる無数の友情を、この会に入り知りました。

想像もしなかった新しい出会いです。民間外交

が広がれば、互いを尊重し理解しあえる仲間が

増え、争いごとなど無くなるであろうと信じて

います。 

40年に渡り諸先輩方が愛し育んだ東京クラブ

の枝を受け継ぎ、しっかり根をはり、皆と共に

実のあるクラブに成長させていきたいと心から

願います。 
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２
０
１
１
年
の
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
渡
航
ほ
ど
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
は
な

い
。
▼
そ
の
年
の
五
月

首
都
ミ
ン
ス
ク
に
向
け 

て
Ｆ
Ｆ
の
仲
間
十
三
名
が
成
田

空
港
に
集
合
し
た
。
そ
の
年
は

東
北
大
震
災
の
年
で
あ
っ
た
。

搭
乗
予
定
の
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト

の
受
付
が
私
達
の
搭
乗
を
拒
否

し
た
の
だ
。
モ
ス
ク
ワ
経
由
で

ロ
シ
ア
入
国
の
た
め
、
ビ
ザ
が

必
要
な
の
に
携
帯
し
て
い
な
い

と
い
う
理
由
だ
っ
た
。
必
死
で

旅
行
業
者
に
電
話
で
交
渉
。
関

西
空
港
の
ト
ル
コ
航
空
出
発
に

間
に
合
い
、
十
五
時
間
遅
れ
で

ミ
ン
ス
ク
空
港
に
到
着
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
▼
私
の
ホ
ス
ト

夫
妻
は
二
人
と
も
温
か
い
誠
実

な
人
柄
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
も

交
流
は
十
年
近
く
続
い
た
。 

▼
と
こ
ろ
が
最
近
ベ
ラ
ル
ー
シ

が
ロ
シ
ア
に
加
担
す
る
よ
う
に

な
る
と
音
信
が
全
く
途
絶
え

た
。
日
本
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
政

治
が
ど
う
あ
ろ
う
と
個
々
に
築

い
た
友
情
は
変
わ
ら
な
い
も
の

と
信
じ
て
い
た
し
、
そ
れ
が
Ｆ

Ｆ
の
真
の
目
的
で
は
な
か
っ
た

か
。
そ
し
て
今
こ
そ
友
情
の
輪

を
広
げ
て
い
く
時
で
は
な
い
か

と
思
う
の
だ
が
。（
Ｅ
・
Ｋ
） 

 

 

新会長あいさつ     堤 由紀枝 
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会長 
堤 由紀枝 

 

副会長（事務局） 

作田 多香子 

副会長（会議係） 

田中 浩代 

会議係 
水野 幸子 

より明るく楽しいクラブを

目指し、一致団結 

理事歴 6年。大変さも 

あり楽しさもありです 

FF って素晴らしい！ 

さあ皆様ご一緒に 

正確で読みやすい議事

録作成を心がけます 

会員係 
柏原 幸子 

会計係 

木下 俊美 

会計係 

前田 恵子 

 
 
 

     は新任 

会員情報の更新や資料

の送付など頑張ります 

今まで通り、変わりなく 

務めたいと思います 

再び活動できることを 

期待して頑張ります 

 

広報係 
水上 恵子 

広報係 

増山 美枝子 

広報係 

髙橋 亜紀 

広報係 
鈴木 睦子 

NLにたくさんの交流を

掲載できますように 

好奇心旺盛な所は、子供

の頃からの専売特許 

身の引き締まる思いで 

２年目へ突入！ 

新興国の開発協力から 

市民の相互理解へシフト 

会計監査 

神吉 節子 

 

HP 担当 

高柳 知壽子 

  

今年こそコロナ前の活動

に戻るよう願っています 

楽しく更新していきます！ 

アクセスしてくださいね 
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退任の皆さま、 

ありがとうございました 

F R ：島田信子 

理事   会長：佐藤寿美子 

         広報：高柳知壽子 

会計監査：久我芙佐子 

HP担当：佐藤寿美子 
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埼玉クラブの沼さんから FR の仕事を 2016 年１月か

ら引き受け、６年間務めさせていただきました。FR

の活動についてはあまり知られてないようですが、

日本では 2004 年（石井嗣代さんが FRC、FRは２名）

から始まり郡山クラブの蓋さん、現在は奈良クラブ

の大西さんが各ブロックからの４人 FR のまとめ役

として活動しております。FR の主な実績としては、

郡山クラブの佐々木さんが FFJHP（ホームページ）

を立ち上げ、その後各クラブの HP 作成の援助をし

たことを始め、新クラブ設立支援、広島での世界大会

においてのお手伝い、東日本大震災で被災された子

供たちを NZ へ無料招待、FF 活動の課題と対策案ア

ンケート調査、FFJ パンフレット作成、FFJHP 管理

費の各クラブ負担金の決定などいろいろなことをし

てきました。ここ３年間はコロナ禍で FR が集まる 

機会がなくなり、新しいスタイル、ズームでの会議が

月１回開かれるようになり、これまで 30 回を超える 

 

 

 

 

どうやって新入会員を増やすか、このことから頭が

解放されることのなかった６年間でした。新しく会

員が入会しなければ会はつぶれる、という危機感は

常にありました。どんな企業も社会も、後継者がいな

いという事ですたれていきます。若者をリクルート

したいのであれば、若者が見る、使うメディアでなく

てはならない、当然の事です。やはりインターネット

です。それにはホームページの充実しかないと思い

ました。ただ、ホームページの更新には更新するだけ

の材料がなくてはなりません。残念ながらニュース

レターは年３回発行ですから年に３度しか更新でき

ない。そこで、せめて地区懇親会の回数を増やす、若

しくは会員が少しでも集まることができるような催

事はないだろうか？と常に考えていました。新入会

員を獲得するもう一つの方法として、やはり英語を

勉強している人たちのところに赴くのが有効だと思

いました。英会話を勉強している人たちは少なから

ず国際交流に興味を持っています。通った英会話教

室には若いお母さん達が数名いて、国際交流に興味 

 

会議が開かれました。

会議ではブロック会

議の計画や運営など

の手助け、日本大会

開催の計画や内容の

手助けになれるよう、

沢山の話し合いが行

われ支援してきまし

た。FR を引き受けて

から、自分のクラブ

以外の活動内容等知ることができ大変勉強になりま

した。長く活動しているクラブほど、高齢化等でいろ

いろ問題を抱えるようになってきています。ブロッ

ク会議や日本大会で皆が前向きの意見を出し合い、

FF の活動がこれからも活発になり長く続くことを

願っております。長い間、皆様方のご協力をいただき

ありがとうございました。 

 

 

 

 

を持っている人もおりましたが、入会にこぎつける

ことはできませんでした。残念。 

最後になりましたが、事務局からの６年間、会員の皆

様はじめ、理事の皆様、大変お世話になりありがとう

ございました。事故もなく無事に終わることができ

て幸甚に存じます。この経験を活かし、今後も精進し

たいと考えております。 

Stay hungry, stay foolish 
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FR の任務を終えて          島田信子 

事務局からの６年間を振り返って   佐藤寿美子 

 

 
（2023 年 1 月 16 日 役員歓送迎会）  

（私の好きな言葉） 
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2023年 Calendar 
 

4月 

3～9日 
ソウル（韓国）          受入    

6月 

9～１６日 

ノースランド 

（ニュージーランド）      渡航   

７月上旬 納涼祭 

10月 

2～5日 
世界大会（クロアチア） 

10月 

24～30日 

ノースモートン＆ブルーマウンテン

ズ（オーストラリア）       受入 

１１月上旬 
セントラルアリゾナ＆サンフランシ

スコベイエリア（USA）    渡航 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2024年の日本大会は FF東京の主催となりま

す。それに向けて特別委員会を立ち上げます。 

 

 FF東京のホームページに会員専用の「会員ペー

ジ」ができあがりました。詳細は事務局よりメール

にてご案内します。 

 

 ３月１日はワールド フレンドシップ デイです。近く

の FF メンバーとフレンドシップについて語り、絆を

深めてください。 

 

 皆様から納入された会費のうち、一人２５ドルを

FFIに振り込みます。会費を納入して頂いた方は

今後ｍｙFFに自動的に登録されます。 
 

 

【編集後記】 

いよいよ 2023 年度が始まり、渡航・受入が開始される。

この３年余りの空白は、ある意味 FF の意義をゆっくりと

考える機会であったように思うと感慨深い。 

 

【会費納入のお願い】 

銀 行 名：ゆうちょ銀行 

口 座 名：ザ・フレンドシップ・フォース・オブ 東京 

口座記号：00150-0 

口座番号：650299 

 

 

 編集・発行 フレンドシップフォース東京     ホームページ：http://fftokyo.wp.xdomain.jp 

FF東京事務局 Email：fftokyojimukyoku@gmail.com Tel：0466-87-9305 
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2023年 受 入 2023年 渡 航 

ソウル（韓国） 
ノースモートン ＆ 

ブルーマウンテンズ 

（オーストラリア） 

ノースランド 

（ニュージーランド） 

セントラルアリゾナ ＆ 

サンフランシスコ 

ベイエリア（USA） 

4月 3日～9日 10月 24日～30日 6月 9日～16日 11月上旬 

 
HC   堤由紀枝 

AHC 田中裕海  

 
HC  高橋亜紀 

AHC 島田信子 

 
AC  水上恵子 

AAC 佐藤寿美子 

 
AC  平野悦子 

AAC 募集中 

隣国の友！         

今度は日本で絆！ 

ホストの方を募集して

おります！ 

いよいよ渡航再開！

14名で行ってきます 

アメリカ渡航参加者、

かつ企画者大募集 

 

世界大会（クロアチア） 

参加申込受付中

 
期間：2023 年 10 月２日～5 日  

世界の FF メンバーが２年に一度集結する大

会に参加してみましょう！ 




